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☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁

　少子高齢化が進んでいると報道されています。令和
３２（２０５０）年の北海道の人口は、令和２年の約
５２２万人から２７％ほど減少して３８２万人ほどと
なる予想が発表されました（国立社会保障・人口問題
研究所公表の将来推計人口）。
　余市町の人口は令和３２年に９,５６９人になると
同調査では予想しています。
　江戸時代の終わり頃、安政年間（１８５４～
１８５９）のヨイチ場所の人口は１,９９４人でし
た（アイヌ民族と和人の永住と出稼ぎをあわせた人
口）。明治時代になると内陸部への入植者によって人
口はだんだんと増えます。
　明治３３（１９００）年、北海道一級町村制が
施行されて道内には１５の町村が生まれ、その中
に余市町もありました。この年の余市町の人口は
１万２,５９６人。人口は明治の後半から大正にかけ
て増えて、大正９（１９２０）年に１万６,８０９人
となり、２０年間で４,０００人ほどの増加が見られ
ました。
　余市町で最も人口が多かったのは、昭和３５
（１９６０）年で、２万８,６５９人（男性1
万４,０３７人、女性１万４,６２２人）、６,０５４
世帯でした。この年に行われた国勢調査結果で示され
た産業別人口（１５歳以上、男女別）は次の通りで、
農業に従事する人が最も多いという結果になりまし
た。
①　農業３,２６０人（男1,488人、女1,772人）
②　卸小売業２,３７１人（男1,378人、女993人）
③　サービス業１,４７１人（男875人、女596人）
④　建設業９４１人（男856人、女85人）
⑤　漁業水産養殖８３７人（男673人、女164人）
⑥　鉱業８０３人（男729人、女74人）
⑦　製造業７０７人（男516人、女191人）
⑧　運輸通信業５４２人（男462人、女80人）
⑨　公務員２６３人（男227人、女36人）
⑩　林業及び狩猟業１６７人（男154人、女13人）
　人口は昭和５５年にいったん増加したもののその後
は減少に転じました。昭和時代の減少の原因は昭和

３８年の余市鉱山（湯内抗）の閉山や、平成２年の大
規模製造業者の町外工場への生産ライン移転が挙げら
れています。
　増加の原因は、昭和４０年の北星学園余市高等学校
の開校、昭和４７年の海上自衛隊余市防備隊の開隊、
平成３年の北海道余市養護学校の開校、平成４年の大
型店舗の出店による雇用の増加がありました（『余市
町人口ビジョン（令和２年改訂版）』）。
　昭和３０年代中頃のまちの賑わいを広報からひろっ
てみます。
　昭和３６年８月の広報よいちの８月臨時号の表紙に
は「特集　建設の歩み」の見出しが見えます。記事で
は「国、道、町費により道路や学校、港湾などの改
修、建築工事もいまがたけなわとなってまいりまし
た。あの橋、この道路も、そして学校も私達の生活や
産業になくてはならない大切な公共施設で町の発展の
ために必要なものばかりです」とあります。
　同号の「都市化した黒川町銀座街」では、車道と歩
道の舗装工事が完了したこと、水銀灯による「スマー
ト」な街路灯が４１基設置されたことが紹介されてい
ます。
　８月２７日には総合グランドを会場にして町民大運
動会が行われました。１００ｍ競争は小学生、一般、
女子学生など世代ごとに分かれ、うさぎ跳びは４５歳
以上５０歳まで、暗算競争は小学生、猫袋競争（？）
は中学生、ビン釣り競技は区会長または副区会長によ
る競技でした。
　総合優勝は豊丘鉱山区会、準優勝は豊浜鉱山区会、
三位は黒川第四区会でした。仮装競技は運動会とは別
採点で行われ、優勝は「世界の平和を守る」の仮装を
した入舟第二区会、準優勝は「仮装よされ踊り」の入
舟第一区会でした。　
　区会対抗野球大会の地区予選が、大川、黒川、中
央、西部の４ブロックに分かれて９月５日から行われ
ることのお知らせも見えます。
　町内のみなさんが参加して、盛り上がる行事が行わ
れていました。

　余市町の埋もれた歴史等を紹介し、改めて余市町を再認識するコーナーです。

～その234～『人口』

１２月１日～１２月３１日の本町の空間放射線量率は「平常レベル」でした。
（最高値：４５ｎＧｙ /ｈ、最低値：３０ｎＧｙ /ｈ、平均値：３６ｎＧｙ /ｈ）※平常時は１０～６０ ｎＧｙ / ｈ程度
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